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本業界の課題と対応を会員と協議するため、支部単

位で毎年開催しています。支部行事や青年部会紹介を

併催して、恒例の年頭行事となっています。 

本年２月は、県南・県央・沿岸の３支部を訪問しま

した。多数のご出席ありがとうございます。 

【県南】2/13（木）奥州市 

１ 懇談（濱田会長） 

 

２ 新年会 

【県央】2/18（火）盛岡市 

１ 懇談（濱田会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修会（本部共催）、新年会 

長岡文明先生が毎年好評の「応用コース～違反事

例から学ぶ廃棄物処理法」を豊富な事例で解説した

後、活発な質疑応答が交わされました。 

 

 【沿岸】2/21（金）宮古市 

１ 懇談（藤原副会長） 

 

２ 研修会、新年会 

新沼支部長が「秋田県の災害廃棄物仮置場訓練」

の視察結果を報告した後、円滑な初動対応に向けて

体制の確認や協議が行われました。 
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2/26（水）、アイーナ（盛岡市）。過去最多の70名

余の出席をいただきました。 

第1部のＤＸ化推進では、トライシクル㈱の河崎部長

（全産連賛助会員）から「電子契約の基礎と導入メリッ

ト」を伺いました。従来

の契約書を簡単に変換

して事務費や印紙税を

節減できるなど、電子契

約の急速な進化と普及

は隔世の感があります。 

第2部の労働災害防止では、新明和工業㈱の中西所長

と北日本建機㈱大橋常務取締役から「収集運搬業務に

おける事故防止の取組」

を伺いました。車種ごと

に事故例と安全確保のポ

イントを解説いただき、

ヒヤリハットの重要性を

再確認しました。 

続いて、安全衛生委員長の中村尚司理事から「モデル

安全衛生規程及び解説の活用」として、各社の業態に応

じた規定を簡単に作成できる全産連ツールの操作方法

を解説していただきました。 

 

 

 

全ての荷主等に対し、4/1から物流効率化に取り組

む努力義務が課されます。昨年4/1に施行された自動

車運転の時間外労働の規制等に関連する改正で、段階

的な施行が予定されています。今回は、運送契約におけ

る付帯業務、燃料サーチャージ等の明確化などが含ま

れています。 

本業界においては、二次マニフェストを発行する処

理業者も「荷主」に該当しますのご留意ください。 

 

  
令和７年度の日程が公表されました。本県会場は

交通の便が良く、県外受験者が多いです。許可更新等を

予定している方は、早めにお申し込みください。 

1 受付開始 ＪＷセンターのＨＰ 

許可：3月25日（火）9:00～ 

特責：3月26日（水）9:00～ 

2 岩手県内の試験日程 アイーナ804会議室 

課 程 講義 試験日 

収集運搬 

更新 
同日対面 7/2（水） 

web 2/4（水）午後 

新規 web 
7/3（木）午前 

2/4（水）午前 

処分 
更新 

web 2/4（水）午前 
新規 

特管管理責任者 web 7/3（木）午後 

 

  

 

◆主要行事 

3/17（月）理事会 ※予算案等 

4/1（月）会長訓示、辞令交付 

4/1（月）～5/7（水）格付けの申請受付 

4/16（水）理事会 ※定時総会の開催等 

5/16（金）定時総会の候補日 

◆退会 正会員１社 

㈲高祐（矢巾町）  ※12月末に廃業 

◆編集後記◆ 

大船渡市及び陸前高田市の大規模火災が鎮圧さ

れました。一日も早い復旧と生活再建をお祈り申し

上げます。県内各地は降水量が少なく、強風の日が

続いています。火元に注意して、お過ごしください。 

今月の一口メモ 建設業では、多くの工事が完了する

3月が「年度末労働災害防止強調月間」です。本業界も、

労働災害防止運動を展開して無事故を目指しましょう。 

物 資 流 通 効 率 化 法

&試 験

事 務 局 だ よ り

https://www.jwnet.or.jp/workshop/index.html

